❿❿ ❿❿ 創業 145 年 株式会社 柿 安本 店 

「おいし さ」 への 

ひたむきな 情熱 

精肉 や 惣菜、 和菓子、 しぐれ 煮の 販売の ほか、 レス ト ランの 経営な ど、 

外食 •中 食 •内 食 市場を 網羅し、 広く 日本の 食卓を 支えて きた 株式会社 柿 安本 店。 
家で、 店舗で、 その 料理を 口にした 経験が ある 人は 多いだろう。 

おいし さを 追い求め てきた 14  5 年の 歴史は、 時代の 先を いく 挑戦の 連続だった。 


柿の 行商から 牛鍋 屋に 転身 
革新的な 食文化を 桑 名へ 

戯作者、 新聞記者 として 文明 開 
化の 世を 生きた 仮名 垣魯 文は、 『安 
愚 楽 鍋』 (明治 4 年) で 次のように 
記して いる。 

「士農工商 老若男女、 賢愚 貧 福 お 


しなべ て、 牛鍋 食は ねば 開化 不進 

奴」 

「牛鍋を 食べない 者は 時代遅れ 
だ」 といぅ 発言は、 文化人と して 活 
躍した 魯文 らしい。 肉食 忌避が 当 
たり 前だった 当時、 牛肉を 味噌 や 
醤油で 煮込んだ 牛鍋は、 文明開化 
の 象徴だった。 そんな 時代に おい 
て 牛鍋を 食し、 牛鍋 屋を 
興した 赤 塚 安次郎 氏に 
は、 先見の明が あったと 
いえる だろぅ。 

柿 安本 店の 創業者で あ 
る 安次郎 氏は、 現在の 津 
市で 果樹園を 経営。 育て 
た 果物を 船で 桑 名へ 運 
び、 販売して いた。 桑 名は 
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東海道の 宿場 町と して 発達。 多く 
の 人が 行き交ぅ のと 同時に、 さま 
ざまな 情報が 集まった。 横 浜で 流 
行して いた 牛鍋は、 流行り ものと 
して 噂に なつて いたの だろ、 っ。 好 
奇 心を 刺激され た 安次郎 氏は、 実 
際に 横 浜へ と 足を 運んだ。 

魯 文が 主宰した 雑誌 『魯文 珍 報』 
には、 牛鍋を 食した 人々 の 様子が 
次のよぅに 描かれて いる。 

「半熟の 肉片、 いまだ 少しく 赤み 
を 帯びた ると ころ 五分 切りの 白 
葱、 全く 辛味を 失わざる 時、 何人に 
て も、 一度 箸を 入 るれば、 ああ、 美 
なる かな、 牛肉の 味わいと、 叫ば ざ 
る もの ほとんど まれな り 候」 

多くの 人と 同様、 牛鍋の おいし 


上 _ 近隣の 小学生を 招く 食育 セミナー は、 桑 名 市役所の 協力の もと 
実施。 7 月 1 1 日には、 桑 名 市立 城 東 小学校の 児童 29 人を 招待。 「柿 
安 ダイニング」 の 料理人が キュ ウリの 板ず り や マカロニ サラダ づ くり、 
おいしく 見える 盛り付けの コツを 伝授した 中 _ 感謝祭では 地元の NP 
0 や 行政機関の 活動 展示、 体験 コーナーの 出展 も。 できたての 柿 安 
製品を 特別 価格で 購入で きる、 桑 名 市民 必見の イベント だ 下 _1 99 
1 年、 創業 1 20 周年の 周年 事業と して 桑 名 市 九 華 公園の 清掃を した 
のが 活動の きっかけ。 現在は 毎月 1 回の ぺース で 続けられ ている 


左 _ 牛鍋の おいし さを 追い求めて いた 安次郎 氏は、 毎日 店で 使った 調味料の 量を 計りながら、 独自の 割り 下を 開発した。 改良を 
加えながら 現在 も 受け継がれ ている 右 _T 三重 柿 安牛」 は 三重県 北 勢 地域 (桑 名 市、 四日 市 市、 鈴 鹿 市、 亀 山 市、 いなべ 市、 
木曽岬 町、 東 員 町、 菰野 町、 朝日 町、 川 越 町の 10 市町村) で 肥育。 北 勢 地域は、 「きれいな 水」 「澄んだ 空気」 「季節に 応じた 
適度な 寒暖 差」 といった、 優れた 肥育 環境が そろって いる 
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第 14 回 感謝祭を 開催! 

日時/ 11 月 6 日 （日) 9 時〜 12 時 
± 湯 所/3 f 市 安 スイー ツ ファ クト リー 
(桑 名 市 陽 だまりの 丘 5-201) 


の 従業員が、 顧客と 触れ合ぅ 機会 
をつ くろぅと 企画した。 精肉 や 和 
菓子、 しぐれ 煮な どの 製品を お 値 
打ちに 販売す る ほか、 子ども 向け 
の 催し物、 市内で 活躍す る NPO 
の 活動 発表 も 実施して いる。 次回 
開催は 11 月 6 日の 予定 だ。 

桑 名が 誇る 老舗 企業、 柿 安。 今後 
も 地域に 根ざしつつ、 「時流を 捉え 
る 積極性」 を 武器に 歴史を 重ねて 
いくの だろ、 つ。 


で 販売して いる。 

肉の 加工は、 桑 名 市 安永に ある 
「柿 安 ミ ー ト センタ ー」 が 担当して い 
る。 丹精 込めて 育てられた 「三重 柿 
安牛」 は、 手から 伝わる 温度で 脂が 
溶けて しまぅ ほど 繊細。 精肉店 店 
頭での 加工に も 熟練した 腕が 必要 
になる ため、 「柿 安 アカデミ^  — 」 を 実 
施し、 日々 おいしく 肉を 切る 技術 
を 磨いて いる。 

こぅして 店頭へ と 届けられる 
「三重 柿 安牛」 は 鮮やかな 紅 赤色 
の 赤身に、 きめ 細かく 入った 乳白 
色の 霜が 美しい。 食べた 瞬間 独特 
の 芳醇な 香りが 広がり、 滑らかに 
溶けて いくのを 感じられる だろ 
、っ 0 

積極的に 地域と 関わり 
愛される 企業へ 

今年 4 月 22 日から 28 日に かけ、 
桑 名 市内を 会場に 「2 016 年ジ 


ュ ニア •サミット ー  n 三重」 が 行 
われた。 イベントを 盛り上げょ/つ 
と、 150 日 前の 2015 年 11 月 
24 日、 食育 セミナ ー を 開催。 本社に 
桑 名 市立 立教 小学校の 児童 38 人を 
招待した。 県内 産の 食材を 用いた 
「伊勢 ひじき と ワカメの サラダ」 な 
どの 調理 実習 や 試食と 共に、 市 役 
所の 職員が ジュニア •サミットの 
情報を 発信し、 子どもたちの 理解 
を 促した。 

100 日 前には 本社 周辺の 清掃 
を 実施。 清掃 活動は 2  008 年以 
降、 従業員の 有志が 毎月 1 回 行つ 
ている もの だ。 今回は きれいな ま 
ちづく りで 歓迎 気運を 高めょぅ 
と、 約 50 人が 参加。 市役所の 職員 や 
ボランティア 団体と、 桑 名 市 九 華 
公園な どを 清掃した。 

「口 福 堂」 の 製品を 製造す る 「柿 
安 スイ^ — ツ ファクトリ^  — 」 では、 定 
期 的に イベントを 開催。 工場 勤務 


は徐 々に 浸透 ◦店は 連日 大 盛況 だ 

つた。 「おもてなしの 心」 は 「柿 安 料 

亭 本店」 へと 受け継がれて いる。 

こだわりの 結晶 「柿 安牛」 
高品質な 牛肉を 家庭へ 

安次郎 氏の 「時流を 捉える 積極 
性」 は、 その後 も 柿 安の 伝統と して 

受け継がれて いく。 2 代 目、 赤 塚 金 

太郎 氏は 肉牛の 肥育 事業へ 参入、 
3 代 目の 赤 塚 二三 雄 氏は すき焼き 
と 会席料理を 組み合わせる など、 
時代の 流れを 先 読みしつつ 経営を 
拡大。 現在は 料亭 「柿 安」 をは じめ 
とした レストラン 事業と 共に、 精 
肉、 惣菜、 和菓子、 食品と 5 つの 事 
業を 展開して いる。 

中で も 創業 当初から 始まつ た 精 
肉 事業には、 「おいしい ものを お 値 
打ちに 提供す る」 といぅ 経営 理念 
が 色 濃く あらわれて いる。 生産 か 
ら 加工、 販売まで 自社で 一貫 管理。 
高い 品質と 食の 安全 •安心を 達成 
した。 さらに 牛は もちろん、 豚、 鶏 
それぞれに、 柿 安で しか 買えない 
オリジナル ブランドを 開発。 新た 
な 食文化に 挑戦した 安次郎 氏の 精 
神が 息づ いている。 

飼育 地の 地名を 付けた ブランド 
牛が 多い なか、 企業 名を 名付けた 
「 三重 柿 安牛」 は 自信の 証 だ ◦「柿 安 
指定 牧場」 が 県内の 北 勢 地域で 肥 
育した 最高 等級 「A5」 の 黒 毛 和牛 
のみに 限定す るな ど、 厳しく 規格を 
設定。 全国に 展開す る 「柿 安 精肉」 


さに 魅了され たに 違いない。 そん 

な 安次郎 氏が 他と 異なる のは、 「こ 

の 感動を 地元の 人に も 味わっても 

らいたい」 と 実際に 店舗を 興した 
こと だ。 

明治 4 年、 桑 名 川岸 町 {現在の 桑 

名 市 相 川 町) に 牛鍋 屋 「柿 安」 を 創 
業。 料理は もちろん、 店の 演出に も 

こだわった。 女性 従業員は‘ 耕に 

赤い 襻を かけ、 その上に 前 掛を着 
用。 ハリの ある 声で 対応し 活気を 
出すな ど、 洗練され た 雰囲気を つ 
くつた。 こぅした 熱意と おいし さ 
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